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孔を穿たれたアサリの穿孔位置について

堀田秀之・田村 正

く東北海区水研〉 く北大水産学部〉

ON H0LES PERFORA TED INASARIくVe脚仰がsphi・liPPi仰 rum)
BY THE DRILL-OYSTER 

Hideyuki HびrTAand Tadashi TA班JRA

Often dead shells have been ob田町edWhich had been perforated by the dri11-oystぽ. The 

authors studied on the perforation parts of Asari at the MIYA， Eastern Mikawa-Bay. The 

followingresults were obtained. 

1. The perforation p紅白 werein the beak cavity; it might be conjectured therぜorethat 

the beak cavity was 抑油ablyfilled with fleah. 

.2. No dif紅白白 of阿 forationsin therespectiv.e sides of the shel1s could be recognIzed. 

3.. The size of the pぽforationsmeasured outside-diameter6.0-1.1古田1;average 4.8 mm， 
i田ide-diametぽ 2.ふ0.2mm，average1.9 mm. 

1.緒言

肉食性の穿孔ナる巻貝は主として玉貝科〈ツメグガイ，グマガイ〉のものと悪鬼貝科〈レイシp イ

ボ=シ〉に属ナるもので，本邦では木下νく1981)はカキ場に就て害敵と見なされる種類としては10種

余を挙げている。又被害の程度も著しいもので木下 (1985)は北緯遺厚岸のアサ F場で死殻の中70%

はオウヨウラグによ P穿孔されていたと云う。又木下 (1931)はカキに対ナる被害状況を実験したと

ころ，ガシゼキポラは穿孔90%その他10%で被害率 100%，又νイシは穿孔により4O%その他60%で

被害亙容は 100%となれイボ=シ之に苦笑で穿孔60%その他80%で被害率90%，又Eメヨウラグ穿孔40

%，ウネレイシグマγ，シマレイシグマシは穿孔10%であった。

外国でもカキ養殖場で犬害を及ぼナために Oystぽ pest，Oystぽ dri11等と呼ばれ害敵貝類の侵

入には従来屡々問題を起しているし，アメリカでは Nelson (1923)によると=-.:r.ーゼPー地方のカ

キ場は穿孔貝類の被害は年々 100万下ルを下らないと云う。著者等は之等穿孔貝類がアサFに対する

穿孔状態を観察したので次に述ぺる。

2.結果

本邦に於てもアサ Fの有数な産地である三町清の三谷町地先ではアサ F死殻の中約60%は穿孔され

ていることから之が被害の犬きいことが推定出来る。此の海では畢k ツメグガイがアサ Fを完全に抱

擁しているのがみられるが，この場合アサ Fのどの部分に穿孔されたかに就て観察した。

A.穿孔部位

被害穿孔アサリ 216個を採集してその穿孔位置を第1図に示ナ様に窓心部を6区分し，その辺縁を

8区分合計14区分して観察した結果を第 1表に示した。
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Fig.1. The section of 
Venerupis philippinarum. 

供試材料の内には. 1個のア-j}!Jに対して2，個の穿乳されて

いるものもあれ更に，中途迄穿孔されたものも，相当認めら

れたが，この表には，完全に穿孔されたもののみを示した。調

術奈アサ F数U6個に対し，穿孔数は217個であヲた。

乙の区分及び左殻，イJ殻による差異を検定してみると，第2

表の様に区分に依る差は危険率1ガで有意で寓心部特に1，

Eの部分に多く，辺縁部には皆無であうたっこのことは，霞心

Section 

Table 1 The numbers of the hole opened on the shell 
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Table 2 The statistical inference of the 
hol田 onthe shell 

部は肉質部で，栄養分に富む所を穿孔する様

に思われる。この点藤田 (1915)のマダコの

真珠貝の穿孔及びFederighi( 1931)のUrosal-

pinxのカキ殻上の穿孔位置が開設敏・ょに多い

乙と L比較ナる主面白い。木下良中川(1935)

十、 ISamplト1 I 
Factor I Variation I (degr民 ofI Mean square 

I freedom) I 

Section of s恥111 910.05回 14→ 70.蜘

2.ω田 はオウヤウラクが巳メアサ Fに穿孔したもの

401.8479 は詩心部に最も多く穿孔したことを認めたが

ζの結果と非常に類似している。アワビの採

取に当P中心部を鈎で突かれたものは死亡率

の多い乙とが猪野(1941)によヲτ報じられ℃いる。庄司(1937，'39)が朝鮮産イボ=シがカキに穿苦し
した位置は肉桂の部分之は限らないが中夫部に多かったと連ぺ℃いる。又アサ 9の殻のどちら側に孔

があけられたかを見るに加害動物が，アサ Pを抱擁した時の位置又は抱擁の仕方で，設のどちらにも

起るものと思われるので設の側による差具は認められなかヲたコ木下 (1931)はレイシ，イボ=シ，

Jゲンゼキボラ，ウネνイシグマシの4種がカキに穿孔する状態を観察したが各種共穿孔位置に就ては

港択の上穿孔するものとは考えられないと云てコている。又田中 (1950)はイボ=シはマガキの右殻の

みに穿孔したが位置は不定であヲたと云う。

B.アサ Pに対ナる孔の大きさに就て

ヨえに穿孔されたアサ Pに就て各種類による孔の大きさを測定した結果を第8表に示したコ孔の形状

は既に観察された様に殻の外面に大きく内部に従って小さくなうているが，アサ Fに対して最も大き

な孔を穿つのはツメグガイで外面の孔の径は1.1-6.0mmに達し平均 4.30mmであり内面でも平均

1.9mmの開孔を見た。弐でνイシ，イボエシ，オウヨウラクの順であてコた3 木下 (1931)もカキに

対ナる各種の穿孔貝の孔の大きさを観察したがレイシ，と不ヨウラク，ガンゼキボラ，イボ=シの順

rshdl|二;21;::
Tota! 6136.9642 

であてコたと云う。
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The diametぽ ofthe hole opened on the shell by vario田 oyster吋irill

Speeiel lm沼田1吋Avera殴
dian鷲ter I sho此diam.

Inll'!r hole of the s恥11(mm) 

Diame除r
range 

0.1-2.0 

Outer hole of the shell (mm) 

I Average 
short diam. 

Diameter I Average 
range I 101沼 diam.

1.6-3.5 I 2.31 

Table 3 

1.15 1.却2.27 h ゆ'ltre(Mancinel/a) 
clat抱.，.a

1.部1.40 0.2-2.2 2.∞ 2.58 1.5-4.5 P. (M.) 6rouni 

2.24 Ocenett"q jatpnica 1.17 1.26 

1.卯

0.9-1.7 

0.2-2.5 

2.14 

4.30 

1.8-3.0 

1.1-6.0 Neverita di包fyma

要

三河構三谷町地先のツメグガイに穿孔されたア"l7']7に就℃観察した。

穿孔部位は鵠心部に多く辺縁部には認められなかヲた。

穿孔する孔の大きさは穿孔する貝の種類で異りツメグガイ最も大きく弐でνイシ，イボzシ，

*ウヨウラクの願であった。
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